
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当協議会から緊急地震速報の配信を受けている 

80 企業・団体を対象にアンケート調査を実施し、 

23 企業・団体から回答をいただきました。 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

平成 23 年 4 月 17 日 

特定非営利活動法人リアルタイム地震情報利用協議会 

東日本大震災における緊急地震速報の 

運用状況に関するアンケート結果 



設置場所の地域別属性（N=23）

東京都, 9, 40%

千葉県, 3, 13%
神奈川県, 2, 9%

長野県, 2, 9%

愛知県, 2, 9%

宮城県, 1, 4%

茨城県, 1, 4%

埼玉県, 1, 4%

岐阜県, 1, 4%

全国各支店, 1, 4%

設定値（報知する閾値）の属性（N=23）

不明, 1, 4%

「震度階（全て）」, 1,
4%

「震度階０」, 1, 4%

「震度階１」, 1, 4%

「計測震度２．５ or
マグニチュード６」,

2, 9%

「計測震度２．５」, 1,
4%

「震度階３」, 4, 18%

「震度階４」, 9, 40%

「震度階５強」, 2, 9%

システム停止中, 1,
4%
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１．3月11日の東日本大震災における
緊急地震速報の運用状況

緊急地震速報が大きな揺れの前に
間に合ったかどうか （N=23）

大きな揺れの前
に間に合った,
13, 57%

大きな揺れに間
に合わなかった,

4, 17%

分からない, 4,
17%

システム停止
中, 2, 9%
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緊急地震速報が役に立ったかどうか
（N=23）

役に立った, 9,
39%

役に立たなかっ
た, 8, 35%

分からない, 4,
17%

システム停止
中, 2, 9%

緊急地震速報が役に立った理由
（N=11）〔複数回答〕

身の安全の確保,
7, 64%

避難等の初動体
制の確保, 2, 18%

機械・システム等
の自動制御, 1, 9%

迅速な情報収集,
1, 9%
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大きな揺れの前に間に合ったにもかかわらず、
役に立たなかった理由（N=5）〔複数回答〕

予測震度が設定値
未満だった, 2, 40%

予測マグニチュード
の誤差が大き過ぎ
て運用を回せな
かった, 1, 20%

予測震度の誤差が
大き過ぎて運用を
回せなかった, 1,

20%

あまりにも大きな地
震であり、間に合っ
たことの効果を評
価できない, 1, 20%

大きな揺れの前に間に合わなかった理由
（N=5） 〔複数回答〕

システムが被災し
（停電、通信障害も
含む）、稼動できな
かった, 1, 20%

震源が近過ぎた, 1,
20%

予測マグニチュード
の誤差が大きく、間
に合わなかった, 1,

20%

予測震度の誤差が
大きく、間に合わな
かった, 1, 20%

その他, 1, 20%
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２．大震災後の最大余震（4月7日
23時32 分頃発生）における
緊急地震速報の運用状況

緊急地震速報が大きな揺れの前に
間に合ったかどうか （N=23）

大きな揺れの前に
間に合った, 12, 52%

大きな揺れに間に
合わなかった, 3,

13%

分からない, 6, 26%

システム停止中, 2,
9%
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緊急地震速報が役に立ったかどうか
（N=23）

役に立った, 6, 26%

役に立たなかった,
9, 39%

分からない, 6, 26%

システム停止中, 2,
9%

緊急地震速報が役に立った理由
（N=8）〔複数回答〕

身の安全の確保, 4,
49%

避難等の初動体制
の確保, 2, 25%

機械・システム等の
自動制御, 1, 13%

迅速な情報収集, 1,
13%
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大きな揺れの前に間に合ったにもかかわ
らず、役に立たなかった理由（N=6）

予測震度が設定値
未満だった, 2, 33%

夜間の地震のた
め、稼動停止中又
はオフィスに社員が
不在, 2, 33%

それほど震度が大
きくないことと、余
震、緊急地震速報
の回数が頻繁なた
め、取り立てて対応
していない, 1, 17%

あまりにも大きな地
震であり、間に合っ
たことの効果を評
価できない, 1, 17%

大きな揺れの前に間に合わなかった理由
（N=2）

システムが被災し
（停電、通信障害も
含む）、稼動できな
かった, 1, 50%

予測震度が設定値
未満だった, 1, 50%
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３．大震災後の余震（4月7日発生の
最大余震を除く）における
緊急地震速報の運用状況

大震災後の緊急地震速報システムの
復旧状況（N=23）

当初から継続して
運用している, 20,

87%

後日復旧した（3月
12日、3月25日）, 2,

9%

現在もシステム停
止, 1, 4%
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緊急地震速報が役に立っているかどうか
（N=23）

役に立っている, 8,
35%

どちらかといえば役
に立っている, 8,

35%

どちらかといえば役
に立っていない, 4,

17%

役に立っていない,
3, 13%

緊急地震速報が役に立った理由
（N=21）〔複数回答〕

身の安全の確保,
11, 51%避難等の初動体

制の確保, 6, 29%

機械・システム等
の自動制御, 1, 5%

列車の緊急停止,
1, 5%

迅速な情報収集,
1, 5%

「予測震度４」で建
物が大丈夫という
安心情報になっ
た, 1, 5%
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緊急地震速報が役に立っていない理由
（N=12）〔複数回答〕

観測設備の故障等に
より誤報が多い, 2,

18%

予測マグニチュードの
誤差が大き過ぎて運
用を回せない, 2, 17%

予測震度の誤差が大
き過ぎて運用を回せ
ない, 2, 17%

深刻な被害を及ぼす
大きな地震が来てい

ない, 1, 8%

大きな揺れの前に間
に合わないことが多

い, 1, 8% 震源推定の誤差が大
き過ぎて運用を回せ

ない, 1, 8%

予測震度が設定値以
上となる地震は発生
していない, 1, 8%

システム停止中, 1, 8%

それほど震度が大き
くないことと、余震、緊
急地震速報の回数が
頻繁なため、取り立て
て対応していない, 1,

8%
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